
再評価結果（令和７年度事業継続箇所） 
 

担 当 課：道路局 高速道路課 

担当課長名：   
 

事業名 都市高速道路 広島
ひ ろ し ま

高速
こ う そ く

５号線 
事業 

区分 
都市高速道路 

事業 

主体 
広島高速道路公社 

起終点 自：広島
ひ ろ し ま

市
し

東
ひがし

区
く

温品
ぬ く し な

町
ちょう

  至：広島
ひ ろ し ま

市
し

東
ひがし

区
く

二葉
ふ た ば

の里
さ と

三丁目
さ ん ち ょ う め

 延長 4.0km 

事業概要  

広島高速５号線は、広島市都心部と広島県東部地区や広島空港及び呉市等との間の高速性・定時性の向上や、

一般道路の交通混雑の緩和、広島駅周辺地区の開発促進などの役割を担う路線であり、都市高速道路事業（有料

道路事業）と道路事業（公共事業）を組み合わせて事業を実施している。 

Ｈ１２年度事業化 Ｈ１０年度都市計画決定 Ｈ１２年度用地着手 Ｈ１８年度工事着手 

全体事業費 1,501億円 事業進捗率 約82％ 供用済延長 0km 

計画交通量 約15,100～約17,800 台／日 

費

用

対

効

果

分

析 

B/C  EIRR  総費用 (残事業)/(事業全体) 

  159/2,144億円 

総便益 (残事業)/(事業全体) 

2,178/2,178億円 
基準年 

（事業全体） （事業全体）   

 1.02  

 4.0% 

事 業 費： 129/2,115億円 

維持管理費：  29/   29億円 

走行時間短縮便益：1,987/1,987億円 

走行経費減少便益： 159/  159億円 

交通事故減少便益：  32/   32億円 
令和６年 (

参
考) 

1.6 〔2%〕 

2.0 〔1%〕 

（残事業） （残事業） 
感
度
分
析 

（事業全体） （残事業） 

 13.7  

  60.2% 

交通量 B/C＝0.97～1.1 (±10%) 交通量 B/C＝13.1～14.6(±10%) 

(

参
考) 

18.3 〔2%〕 事業費 B/C＝1.01～1.02(±10%) 事業費 B/C＝12.7～15.0(±10%) 

21.3 〔1%〕 事業期間 B/C＝0.97～1.1 (±20%) 事業期間 B/C＝13.2～14.2(±20%) 

事業の効果等  
・広島市都心部と広島県東部地区や広島空港及び呉市等との広域的なアクセス強化 
・地域交流圏域の拡大や、広島市都心部へのアクセス向上に伴う都市の機能・拠点性の強化 

関係する地方公共団体等の意見  

広島県策定の社会資本未来プラン（R3.3）及び広島市策定の広島市総合交通戦略（R4.3）において、重点的に取

り組む路線として位置付けられ、国へも整備促進に向けた要望がなされている。 

事業評価監視委員会の意見  

事業継続を妥当と認める。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

平成26年3月に広島高速３号線が全線完成し、広島高速道路の計画延長29㎞のうち、延長25㎞が供用済である

。また、広島駅周辺地区では、複数の開発計画が進められ、商業施設、集合住宅など、様々な施設立地が進展して

いる。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

用地進捗率100％、事業進捗率約82％ 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

順次工事の進捗を図り、令和10年上期の広島高速５号線本線の完成及び令和10年度の広島高速２号線との連

結路の完成に向けて取り組む。 

施設の構造や工法の変更等  

トンネル工事及び高架橋工事において建設副産物の発生抑制や建設発生土の有効活用を図るなどのコスト縮減

に努める。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  
事業の必要性、重要性は変わらないため、事業を継続する。 

 

 

 

 



事業概要図  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価格に社会的割引率（4%）を用いて基準年の価値に換算し集計したもの。 

※B/Cの値は、社会的割引率4%を用いて計算した場合の費用便益分析結果。また、比較のために参考とすべき値として1%及び2%を

設定し、それに対応する費用便益分析結果を参考として併記している。（〔  〕内は社会的割引率の値） 

※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

広島高速５号線 
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広島高速５号線（都市高速道路事業） 

JR 広島駅 
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